
女子栄養大学栄養学部は、栄養学を学ぶ学生のために、
社会で働き続ける卒業生のために、

そして健康と幸せを求めるあらゆる人たちのために、
どんな時代にあっても、栄養学の科学（理論）と実践を究め、食の魅力を追求し、

よりよい社会の創造を目指します。

特集「女子栄養大学開設60周年―学部の魅力とこれからの姿―」

〈建学の精神〉食により人間の健康の維持・改善を図る

大切な自分のため、人のため、そして社会のために、栄養学を生活にいかす

社会が多様化するなか、
社会に求められる大学としてあり続けるために

大学開設から
60周年を迎えた今も

これからも

豊かな人間性と確かな知識・技術を備えた
管理栄養士として、

魅力あふれるさまざまな職種や
領域の人たちと協働して、

食を通して健やかに生き続けられる社会を創る
人材へ成長。

実践栄養学科
栄養学とはなにかを理解し、実践を重ねて、社会
と人間と食物の関わりを解明しつつ、誰もが実践
しやすい食事法を考案・提案できる力を養う。

食の興味を深め、新たな食の世界を創造できる
食のスペシャリストとして
食の多彩な魅力を発信し、

食を通じて人々が幸せになれる社会を創る
人材へ成長。

食文化栄養学科
栄養学とは、食文化とはなにかを五感を通して理解し、
社会・文化と食生活の関わりを解明しつつ、食の多
彩な魅力を伝える表現法を考案・提案できる力を養う。

子供のことを第一に考え、
学校現場や社会のさまざまな課題や
矛盾に向き合い、調整できる

養護教諭として、
子供の発育・発達を支え、

子供が自分らしく大人になれる社会を創る
人材へ成長。

保健栄養学科 保健養護専攻
栄養学とは、養護学とはなにかを理解し、食を通
して、子供と健康の関わりを解明しつつ、日常生
活での子供の健康法を考案・提案できる力を養う。

多様な時代だから、多種多様な中
から個々人に適したものを
選択・調整できる

栄養士資格を有する専門職として、
誰もが食により健康に
暮らせる社会を創る
人材へ成長。

保健栄養学科 栄養科学専攻
栄養学とはなにかを理解し、社会のさまざまな健康
課題に対して、その人らしい食を解明しつつ、栄養
学をベースにした健康法を考案・提案できる力を養う。

女子栄養大学
栄養学部

栄養学を理論と実践の両面から検証し、
発展させる拠点

＋
多彩な食と健康の
スペシャリストへ
成長する学びの拠点

香川栄養学園

専門学校から大学院までを有する食の
総合
学園

※この図の内容は、今回の特集記事を整理するにあたり、構成する４つの学科・専攻の魅力が大学全体の特徴
を生み出していることをお伝えするために作成したものです。今後、内容をもっと分かりやすくしていきたいと 
考えていますので、ご意見がございましたら、学園広報課（gkoho@eiyo.ac.jp）まで、お寄せください。
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